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解説：電磁過敏症について 

 
電磁過敏症（Electromagnetic Hypersensitivity：EHS）とは 

 
例えばWikipediaは、電磁波過敏症（EHS）とは「『ある程度の電磁波（＝電波）を浴びると、

身体が鋭敏に反応する症状』と主張される。明確な定義はない」と解説しています1。またある

ホームページは、「電化製品や携帯電話などから出る電磁波に反応し、一度症状が現れると他の

人が感じないほどの微弱な電磁波でも過敏に反応するようになります。最初に目や皮膚、神経

など、頭や顔面周辺に症状が集中的に現れ、さらにひどくなると呼吸困難や動悸、めまい、吐

き気、不眠症、手足のしびれや麻痺、筋肉の痛みなどを訴える人もいます。」と説明しています

2。個人によって異なる様々な非特定な症状が訴えられることから、電磁過敏症候群（EH 
Syndrome）と呼ばれるとの記述もあります 3。EHSを訴える人の数について、その割合は百万

人当たり数人とも、それ以上とも推定されています4。 
 
これらから分かるように、EHS の解説は統一されていませんが、共通して次の二つの主張か

ら成ります。 
 (1)身の回りの微弱な（防護指針以下の）電磁波ばく露に対して身体が過敏に反応する人々 

がいる。 
 (2)（その結果として）様々な症状が出る、または感じると訴える人々がいる。 
ここで、注意すべき重要な点は、(1)を“あるかもしれない”、“そう感じている人がいる”と

いう「仮説」とするものと、“有り得る”、“存在するに決まっている”という「断定」とするも

のが混在していることです。また、(2)について、何らかの機能障害が医学的に確認される場合

もあると言われますが、多くが医学的検査で客観的に判別できない自覚症状ということです。 
 
様々な研究調査の実施と WHO 国際 EMF プロジェクトによる総合判断 

 
これら二つの主張(1)と(2)を検証して EHS の実体を正確に把握し、さらに対策を検討するた

め、様々な研究調査が世界の研究機関で実施されてきました。 
電波産業会も自主的に委託研究を実施して、以下に述べる WHO の活動に協力しています。 

 
研究調査の基本的手法は、EHS を訴える人などを対象としたばく露実験を行い、(1)ばく露

を感知するかどうか、また(2)症状が出るかどうかを医学的に評価するものです。 
携帯電話基地局からの電波ばく露と自覚症状の発症との関連についての疫学調査も幾つか実

施されています。 
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WHOの国際EMFプロジェクトは、EHSとされる体調不良に悩まされている人々が世界中に

いることから、世界の研究者・専門家等の関係者によるワークショップを 2004 年にチェコ共

和国のプラハで開催し、電磁過敏症に関する様々な研究調査等の精査、ならびに状況改善に向

けた検討を行いました。そしてその結果をファクトシート 296（Backgrounder）として 2005
年に公表しています4。世界で実施された様々な研究調査で得られた知見は、WHOの統一的な

見解としてこのファクトシートに取り纏められたことになります。 
 
このファクトシートは、「EHS は様々な非特異的症状が特徴であり、悩まされている人々は

それを電磁界へのばく露が原因と考えています」と述べています。ここで「非特異的

（non-specific）」とは、「検査等で特定されない」という意味です。そして、「EHS には明確な

診断基準がなく、EHS の症状を電磁界ばく露と結び付ける科学的根拠はありません。そのうえ、

EHS は医学的診断でもなければ、単一の医学的問題を表しているかどうかも不明です」、「これ

らの症状は、電磁界ばく露そのものではなく、以前から存在する精神医学的状態、および電磁

界の健康影響を恐れる結果としてのストレス反応によるものかも知れないという示唆もありま

す」との見解を示しています。 
 
すなわち、(1)の電磁波に過敏に反応するような現象は確認されず、ばく露が原因とする仮説

は成立しそうにないこと、そして EHS という言葉自体が正確に因果関係を示しているとは言

えないことが分かります。また、(2)の症状については存在するが医学的な診断が困難であり、

精神的もしくは心理的ストレス反応の可能性があると考えられます。なお、世界で実施された

様々な調査研究と得られた知見の主な例を以下に示します。また海外の専門機関が WHO ファ

クトシートと同様の見解を表明していますので、それらの概要も添付します。 
 

○ 自覚症状の存在及びばく露との関連性 
 

自身が電磁過敏症だと主張する人々を対象に、携帯電話からの電波ばく露に対して自覚症状

を発症するかどうか、また、そうした人々が実際に電波を感知できるかどうかを調べた研究で

は、主に頭部に様々な症状が報告されましたが、報告件数は実ばく露よりも偽ばく露（形だけ

で電波は照射しない）の時の方が多く、誰も実ばく露と偽ばく露を区別できませんでした5。 
 
また、携帯電話に関連した症状を訴える人々は、そうでない人々よりも基地局からの電波の

影響を受けやすいかどうかを確認するため、実験室内で模擬的な基地局電波を人にばく露した

研究では、電波を感知する能力に違いは認められませんでした。但し、症状を訴える人々は、

実際に電波にばく露されていたかどうかに関わらず、また、自律神経機能に有意な変化はなか

ったものの、一貫して不快感をより強く感じていました6。 
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○ 安寧への影響 
 

基地局電波による非特異的な健康不安を訴えている人々と、そうでない人々を、模擬的な基

地局電波に実ばく露、または偽ばく露させた研究では、どちらの人々にも、第 3 世代携帯電話

の電波への実ばく露と偽ばく露とで安寧の度合いに有意差が認められました7。 
 

この研究で有意差が認められたのは、比較的高い電波強度でのばく露の後だけであり、通常

の生活環境での遥かに低いレベルの電波ばく露によっても影響が生じるかどうか、あるとすれ

ばそれはどの程度かという点が評価できないことや、健康不安を訴えている人々とそうでない

人々の構成に幾つもの差異があるため、両者の結果を直接比較することはできないことなどが

指摘されています 8。 
 
更に、この研究の再現研究では、基地局と同様の電波ばく露が安寧に及ぼす短期的な影響は

確認できなかったことから、携帯電話の電波ばく露による人の健康への短期的な影響、または

基地局と同様の長期的なばく露の影響に関する結論は導き出せない、とされました9。 
 
また、別の再現研究でも、基地局と同様の電波ばく露は、安寧または生理学的機能に影響を

及ぼしませんでした。なお、この再現研究では、健康不安を訴えている人々のばく露時に、覚

醒レベルの上昇が観察されましたが、この影響は実験の順序が早い段階に集中しており、その

後は影響が見られなくなったことから、実験そのものに対する不安のせいであろうと結論付け

られました 10。 
 
このような再現研究の結果から、当初の研究で報告された安寧への影響については、その信

憑性が疑問視されています11。 
 
○ 疫学調査 
 

海外では、基地局の周辺住民を対象としたアンケートによる疫学調査で、「基地局からの電波

強度と電磁過敏症の症状の深刻度との間に有意な相関が認められた」との報告が幾つかありま

す 12。 
 
しかし、こうした調査では，電波ばく露量の評価に際して、被験者が自己申告した距離を採

用している、どのように調査対象を選択したのか明らかにされていないといった問題があり、

基地局の近くにおける症状の発生率の上昇がバイアスの結果なのか、実際の影響なのかの評価

を難しくしているとの指摘があります13。 
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○ 研究のレビュー 
 

基地局からの電波ばく露の健康影響に関する実験室研究及び疫学調査の系統的レビューでは、

基地局電波と急性症状との間に関連は認められませんでした。また、ばく露評価がより正確に

なるほど、影響の報告がより少なくなる傾向が示されました 14。 
 
○ 聴覚への影響 
 

携帯電話を用いた音声通話では聴覚を用いることと、音声通話利用時には端末を側頭部の位

置で使うことが多いことから、聴覚に異常のない成人を対象に、携帯電話の電波による聴覚神

経系への影響を調べたところ、30 分間の電波ばく露前後において、聴覚神経系の各種の指標に

対する影響は認められませんでした15。 
 
なお、周波数が約 200MHz～6.5GHzの間のパルス変調された電波にばく露されると、ブー

ブー、カチカチといった音が聴こえます。これは「マイクロ波聴覚効果」として知られている

現象で、聴覚皮質での熱弾性相互作用によって生じるとされています。この現象は、電波防護

指針値以下の電波によっては生じないと考えられています 16。 
 
○ 脳の血流への影響 
 

第 3 世代携帯電話（W-CDMA）の電波が脳の血流に影響を及ぼすかどうかを確認するため、

健康な男性の被験者を対象に、30 分間の実ばく露または偽ばく露の前、ばく露中、ばく露後に、

陽電子放射断層撮影法（PET）を用いて脳の局所的な血流の画像を撮影し、ばく露前とばく露

中、及び、ばく露前とばく露後の血流の変化を、実ばく露条件と偽ばく露条件で比較したとこ

ろ、有意差は認められませんでした17。 
 
○ 脳波への影響 
 

電波ばく露が人の脳波に及ぼす影響については、1990 年代から多数の研究が実施されてきま

した。その中には、電波ばく露が睡眠時または覚醒時の脳波に影響を及ぼしたとする報告もあ

ります。しかしながら、最近の研究では、脳波を測定するためのリード線が電波を拾ってしま

い、これを脳波への影響と誤認してしまう可能性が指摘されています18。 
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○ 脳神経への影響 
 

携帯電話電波が人の脳の運動皮質に短期的な影響を及ぼすかどうかを確認するため、高温に

対して神経症状を発する多発性硬化症の患者と、そうでない人を対象に、8 の字型コイルによ

る経頭蓋磁気刺激を用いたパルス刺激に対する反応を、携帯電話の電波ばく露の前後で比較し

たところ、電波ばく露による影響は認められませんでした 19。 
 
また、携帯電話の電波ばく露が、無意識の高速眼球運動に対する抑制制御に短期的な影響を

及ぼすかどうかを調査したところ、電波ばく露による影響は認められませんでした20。 
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参考資料：海外の専門機関による見解等 

 
EHS については、WHO の他に、欧米の専門機関から多数の見解が表明されています。 
その結論は、「実際の電波ばく露と、電磁過敏症の人々の不特定の症状との因果関係を示す科

学的根拠はありません」という点で共通しています。 
 
○ 欧州科学技術研究協力機構 アクションBM0704 ファクトシート「電磁界を原因と考え

る本態性環境不耐症（IEI-EMF）または電磁過敏症」（2011 年 12 月） 21： 
「近年、幾つかの科学委員会や研究グループが、入手可能な研究からのデータ全体を評価

しています。これらの結論は、電磁界ばく露と症状との関連は確立されていない、という

事実と一致しています。同様に、（電磁界の）知覚や生理学的反応についての研究も、電磁

界ばく露と症状の発症との因果関係を支持していません。」 
 
○ 英国保健防護庁に対する諮問機関の報告「電波の健康影響」（2012 年 4 月） 22： 

「ガイドラインよりも低い電波ばく露が症状を生じることはなく、また、自身が電波に対し

て敏感であると考える人々を含めて、人々は電波を知覚することができない、という証拠が

増加しています。」 
 
○ スイス連邦環境局の報告「電磁過敏症」（2012 年 5 月） 23： 

「電磁過敏症と呼ばれる人が電波に対して、そうでない人と異なる反応をするという科学的

な証明は、これまでなされていません。」 
 
○ スウェーデン労働生活・社会研究評議会の報告「電波と疾患及び不健康のリスク」（2012

年 9 月） 24： 
「10 年以上にわたる広範な研究では、電波と人体との相互作用のメカニズムに関して何ら新

しいことは示されておらず、現行のガイドライン以下での健康リスクの証拠は何ら見つかっ

ていません。絶対的な確信が得られることは決してありませんが、長らく確立されている加

熱による相互作用のメカニズムが健康防護のための基礎として不十分である、ということが

示されることはなさそうです。」 
 
○ ノルウェー公衆衛生研究所の報告「低レベル電波‐健康リスク評価と規制状況の評価」

（2012 年 9 月） 25： 
「携帯電話及びその他の送信機器からの低レベル電波ばく露が健康への悪影響を生じるとい

う科学的証拠はありません。」 
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なお、「スウェーデンでは電磁過敏症が『身体障害』として認定され、公的支援の対象となっ

ている」といった主張があります。実際には、同国では「電磁過敏症」の原因が電波であるか

どうかにかかわらず、そうした症状を有する人々の救済に重点を置いて、「電磁過敏症」の自助

団体に対し、他の身体障害者団体と同様の公的支援がなされているものです。 
 

以上 
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